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視
点
・
論
点
①

政
界
再
編
の
軸
と
な
っ
た
「
派
兵
恒
久
法
」	

国
富
建
治

　
「
衆
参
ね
じ
れ
現
象
」
の
下
で
の
第
一
六
九
通
常
国
会
は
、
福
田
内
閣
の
政
権
運
営
能
力
が

完
全
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々
、
私
た
ち
の
眼
前
に
つ
き
つ
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
道

路
特
定
財
源
」、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
問
題
な
ど
で
、
福
田
内
閣
は
小
泉
・
安
倍
内

閣
の
「
負
の
遺
産
」
の
前
に
立
ち
往
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
秋
の
福
田
・
小
沢

の
党
首
会
談
に
よ
る
「
大
連
立
」
構
想
が
頓
挫
し
て
以
後
、
日
本
の
議
会
政
治
の
マ
ヒ
状
況

が
深
ま
っ
て
い
る
。
福
田
内
閣
の
支
持
率
は
二
〇
％
台
前
半
に
ま
で
低
下
し
、
政
権
の
求
心

力
は
と
み
に
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
な
ら
ば
、
内
閣
総
辞
職
か
国
会
解
散
と
い
っ
た
事

態
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
今
日
の
危
機
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
べ

き
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
「
政
治
の
危
機
」
は
私
た
ち
に
と
っ
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
小
泉
・

安
倍
政
治
の
矛
盾
の
噴
出
は
、「
読
売
」の
憲
法
世
論
調
査
で
実
に
十
五
年
ぶ
り
に「
改
憲
反
対
」

が
「
改
憲
賛
成
」
を
上
回
り
、
九
条
に
限
れ
ば
「
改
正
反
対
」
が
「
賛
成
」
を
実
に
ダ
ブ
ル
ス

コ
ア
で
上
回
っ
て
い
る
、
と
い
う
形
で
憲
法
問
題
に
つ
い
て
も
民
衆
意
識
の
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
四
月
一
七
日
の
名
古
屋
高
裁
で
の
空
自
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
判
決
は
、
自
民
党
政

治
に
と
っ
て
重
大
な
打
撃
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
事
実
を
過
少
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
米
国
の
軍
事
戦
略
が
主
導
す
る
「
日
米
同
盟
」
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
軍
事
的
一
体
化
が
そ
れ
に
よ
っ
て
後
戻
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
米
の
支
配
層
が
危

機
意
識
に
駆
ら
れ
て
新
た
な
攻
勢
に
踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。

「
再
議
決
」
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
強
行
成
立
さ
せ
た
新
テ
ロ
特
措
法
も
来
年
一
月
に
は
期
限

切
れ
と
な
る
。
米
国
の
要
請
に
応
え
て
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
法
制
度
的
に
も
整
備
し
、
改

憲
へ
の
テ
ン
ポ
を
早
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
至
上
命
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

福
田
首
相
は
一
月
の
施
政
方
針
演
説
で
「
迅
速
・
効
果
的
に
国
際
平
和
協
力
活
動
を
実
施

し
て
い
く
た
め
の
『
一
般
法
』
の
検
討
」
を
う
た
い
あ
げ
、
二
月
に
は
自
民
党
内
で
「
国
際

協
力
の
一
般
法
に
関
す
る
合
同
部
会
」
が
開
か
れ
、
派
兵
恒
久
法
の
具
体
化
の
た
め
の
討
論

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と
り
あ
え
ず
の
素
材
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
に
自
民
党
防

衛
政
策
検
討
小
委
員
会
（
委
員
長
・
石
破
茂
現
防
衛
相
）
が
出
し
た
「
国
際
平
和
協
力
法
案
（
素

案
）」（
石
破
私
案
）
だ
ろ
う
。

　

石
破
私
案
は
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
に
お
い
て
「
従
来
の
人
道
復
興
支
援
や
停
戦
監
視
だ
け

で
は
な
く
、
安
全
確
保
、
警
護
、
船
舶
捜
査
、
後
方
支
援
を
行
う
」「
国
連
決
議
や
国
際
機
関

の
要
請
、紛
争
当
事
者
の
合
意
と
い
う
枠
を
外
し
、『
国
連
加
盟
国
そ
の
他
の
国
の
要
請
』や『
我

が
国
と
し
て
必
要
と
認
め
る
事
態
』
で
も
派
兵
を
可
能
に
す
る
」「
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
組
織
と
の
連
携
を
行
う
」
な
ど
の
ほ
か
、「
武
器
使
用
」
に
つ
い
て
も
旧
来
の
制
約

を
取
り
払
い
、
事
実
上
海
外
で
の
戦
闘
行
動
へ
の
参
加
の
制
限
と
な
る
条
項
を
す
べ
て
取
り

払
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
公
明
党
は
「
派
兵
恒
久
法
案
」
の
検
討
に
与
党
と
し
て
共
に
参
加
す
る
こ
と

を
た
め
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
む
し
ろ
参
院
第
一
党
の
民
主
党
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
民
主
党
は
昨
年
一
二
月
に
与
党
の
新
テ
ロ
特
措
法
案
へ
の「
対
案
」と
し
て
提
出
し
た「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
特
別
措
置
法
案
」
に
お
い
て
、「
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及

び
根
絶
の
た
め
の
国
際
社
会
の
取
組
に
積
極
的
か
つ
主
導
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を
含
む
我
が

国
の
安
全
保
障
の
原
則
に
関
す
る
基
本
的
な
法
制
の
整
備
」
を
求
め
、
自
衛
隊
派
兵
の
「
一

般
法
」
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
四
月
二
三
日
に
は
自
民
、
民
主
、
公
明
の
若
手
国
防
族
が
作
る
「
新
世
紀
の
安
全

保
障
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
若
手
議
員
の
会
」
の
総
会
を
開
き
、
三
年
ぶ
り
に
活
動
を
再

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
会
で
は
自
民
党
の
中
谷
元
・
元
防
衛
庁
長
官
、
民
主
党
の
前
原

誠
司
・
前
代
表
、公
明
党
の
上
田
勇
広
報
委
員
長
の
三
人
が
新
し
く
世
話
人
代
表
に
就
任
し
「
派

兵
恒
久
法
」や「
集
団
的
自
衛
権
」問
題
に
つ
い
て
討
論
を
深
め
る
と
し
て
い
る
。
前
原
は「
ど

ち
ら
が
政
権
を
と
っ
て
も
外
交
安
全
保
障
の
根
本
は
一
致
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
」
と
語

り
、
中
谷
ら
と
エ
ー
ル
を
交
換
し
た
。「
派
兵
恒
久
法
」
問
題
は
明
ら
か
に
連
立
な
い
し
政
界

再
編
の
重
要
な
軸
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
動
き
に
注
意
を
払
い
、「
恒
久
派
兵
法
」
反
対
の

言
論
と
運
動
を
早
急
に
築
く
必
要
が
あ
る
。

（
く
に
と
み 

け
ん
じ
／
反
安
保
実
）




